
　平成24年４月より一関市社会福祉協議
会では、東日本大震災で被災し、市外から
一関市に住まわれている方（以下、「避難
者」。）を対象に、行事を取り入れた茶話会
を通じ、参加者がつながり、笑顔を増やす
ことができる場として、“ふるさとお茶っこ
交流会” を毎月開催してきました。
　“ふるさとお茶っこ交流会” は、避難者
をつなげるだけではなく、出身地域とのつ
ながりなど、様々なつながりを築く場でも
あります。東日本大震災から５年が経過
し、被災元へ帰郷された方や今後帰郷され
る方、当市に生活拠点を移し、新たな生活
を歩み始める方が少しずつ増えています。
帰郷される方には「思い出を創る場」とし
て、避難を継続する方には「楽しみを共
有できる場」として、 “ふるさとお茶っこ
交流会” を継続開催します。
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主な内容

　今年度も皆様から温かいご支援をいただき、２月17日、いつくし園にて開催しました “ふるさとお茶っこ交流会～
日帰り温泉交流会” には多くの避難者が参加され、会食・入浴の他、健康体操・レクゲーム等を行い、笑顔が広がる
交流となりました。今年も、沿岸社協や被災者支援団体の職員に協力をいただき、避難者の出身地域の情報提供や
相談対応を通じ、避難者と出身地域の職員がつながる機会を設けることができました。
























